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登山部指導委員会登攀技術研修会、
Ａ級・Ｂ級主任検定員養成講習会、コーチ２養成講習会報告

埼玉県開催
令和３年度

令和４年３月２０日（日）～２１日（月）

　埼玉県飯能市において登攀技術研修会および　Ａ級・

Ｂ級主任検定員養成講習会、コーチ２養成講習会が埼玉

県飯能市東吾野行政センターおよび平戸の岩場、大野道

場にて開催された。

　今回は研修５名、Ａ級主任検定１０名、Ｂ級主任検定８

名コーチ２養成講習４名、講師７名、　埼玉県ｽﾀｯﾌ６名の

　計４０名での開催となった。

　新型コロナウィルスが流行しており、１０月開催を３月

に延期し、また直前に福島県沖地震が発生し新幹線・高

速道路も被害を受けた状態で　岩手、福島からの参加も

危ぶまれましたが、　ソーシャルディスタンスを取りつ

つ、ワクチン２回以上の証明提出、事前の体調チェック、

　検温記録を必須としかつ宿泊は飯能市のビジネスホ

テルのシングルか近隣の方は自宅から通いで、懇親の場

も設けず　感染リスクを極力避けた態勢で開催されまし

た。天気にはめぐまれ　充実した講習が行われたものと

思います。

　今回は、北海道、岩手、福島はもとより、長野、三重、

広島からも参加者があり　今後の参加の広がりも期待で

神奈川県山岳連盟　松嶋麻子
（Ａ級主任検定養成講習会参加）

　春の陽射しの暖かい中、３月２０−２１日に埼玉県で開

催された主任検定養成講習会に参加させていただきまし

た。長引くコロナ禍の中、当初は１１月に予定されていた

講習会が延期され、新たな日程での開催に、事務局の皆

様におかれましては大変なご苦労があったと思います。

十分に新型コロナ感染対策がとられた講習会場の準備、

宿泊や移動についても考慮いただき、ＪＭＳＣＡと埼玉

県の事務局の皆様には大変お世話になりました。

　私は今回初めてＪＭＳＣＡが開催されている講習会に

参加したため、レベルの高い講師の方々、全国から集まっ

た参加者の皆様の熱心な姿に大変刺激を受けました。従

来は懇親の場もあったとのことですが今回はざっくばら

んに交流することができずに残念でした。

座学による講習では、改めて勉強し直す内容や、ＪＭＳＣ

Ａとして呼称や指導法を統一している内容など、古い情

報をアップデートすることができました。

　実技の方では、制動確保とビレイヤーの自己確保や各

自登攀と懸垂下降について、簡潔な手順の習得と、わか

きるところです。埼玉県山岳・スポーツクライミング協

会、地元山岳会の皆様には、大変お世話になりありがと

うございました。今後の開催につきましてもしばらくはこ

のようなスタイルでの開催が続くと思いますがコーチの

全国での養成講習会の開催を期待し、また、登攀技術の

向上も図りたいと思います。

　以下に参加者の代表の感想を掲載いたします。

（指導委員会　野村）

り易い表現の重要性を確認することができました。

　検定員になるにあたっては、評価方法の統一、評価の

ポイントなども教えていただき、今後は主任検定員とし

て、スタンダードな登山技術と安全登山を普及する人材

を養成検定していきたいと思います。

　ここ２年間は緊急事態宣言やまん延防止により、所属

の神奈川県山岳連盟や所属会での交流や活動が制限さ

れていましたが、徐々に活動が再開され、感染対策を考

えた山行や講習会の実践方法も徐々に確立されてきまし

受講生 感想
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た。今回２日間にわたり、充実した内容の講習会を受講

でき、自分自身のモチベーションもアップしました。この

ような地道な講習会が開催されることは大変意義のある

ことであると実感しました。機会があればまた参加させ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。

東京都山岳連盟　菊地仁美（研修会参加）
～堤講師の叱咤激励を得て充実の２日間～

３月２０日（日）

　飯能市東吾野地区行政センターにおいて、全体で、①

机上講習、確保理論（講師：蛭田氏）、②実演、仮固定か

ら自己脱出（講師：堤氏）の後、午後から各コースに分か

れての活動となる。以下、登攀研修会の内容。天候は晴

れで穏やか、風もあまりなく、翌２１日にかけて春日和で

した。場所を大野アルパイン入門道場に移動。

〇�２人１組でビレイデバイスでのロープの繰り出し、た

ぐりの反復練習。途中から１人が急に荷重をかけ（ジャ

ンプ、ぶら下がり）による制動の練習。ロープをスムー

ズに流しビレイデバイスの上下動をなくす。しかし、

実際はビレイデバイスの上下動によりカラビナとの接

触音がカラカラと鳴ってしまう。何度も繰り返す。相手

の動きを見て合わせるのがポイントなのだが、手がス

ムーズには動かない。制動確保では堤講師から「確保

姿勢は見た目きれいに、かっこよく。」重心や姿勢に無

理がなくスッキリしている状態とするようにとのアド

バイスがある。

〇�ブリッジプルージック等を使った登り返し（スリング２

本又は１本での方法）。ブリッジプルージックの機能、

利点と巻き方の説明の後、２人１組で練習。スリング

２本の場合、スリングはハーネスと足用。交互にスリ

ングを引き上げ登り返す。１本の場合は、足用プルー

ジックの代わりに折り返したロープ同士、又は靴に絡

めて靴とロープのフリクションを使っての登り返しと

なる。

　�堤講師「あきらめない。今の形ができないなら何でも

いいから登ること。あきらめ癖をつけない。本番で生

死を分けるのはあきらめだ。」、１日の最後に「知識技術

を教えるだけでなく、あの人みたいになりたいと目標

となるようなよき指導者となるように」。

３月２１日（月）ＡＭ

〇仮固定から自己脱出

　�始めに一連の流れの個々の動き毎に確認、仮固定（ビ

レイデバイス中通し、オーバーハンドノット）、ロープ

にマッシャートレッセを結び支点と接続、マッシャー

トレッセが効いているのを確認しつつ、オーバーハン

ドノットをほどきロープの荷重をビレイヤーから支点

に移動、マッシャートレッセ下にスリップノット、ロー

プをムンターヒッチで支点に接続し、中通し、オーバー

ハンドノットで固定、マッシャートレッセを徐々に引い

てほどく。その後２人１組、片方が荷重をかけた状態

で一連の流れを確認。ここではできた積りだったので

すが、午後の確認で反省することとなる。

　�なお、ムンターヒッチはカラビナに巻いたコブが荷重

方向に返った状態でロープのたるみをなくすこと。こ

れがなかなか微妙で、コブを返すとたるむので、ロー

プを張る調整が必要になります。

　�また、支点の構築に関して、複数の支点にスリングを

かける場合、流動分散等色々な方法がある中で、長い

スリングを使って複数支点にかけたスリングを荷重方

向を意識して一括オーバーハンドノットで結ぶのが実

践的であることなどを教わりました。

３月２１日（月）ＰＭ

〇タイヤ落下での制動確保確認

　�様々なパターンで体験。体勢をとっていないと引きず

られる、カラビナ１枚でも通してロープの向きを変え

ると負荷がかなり減少すること等を実感。何回か繰り

返しロープを流しての制動も体験する。

〇仮固定から自己脱出

　�２日間のまとめ、タイヤを使って一人ずつ順番に実施。

手順を間違えないように強く意識する中、手元ばかり

に集中し余裕がなく、体勢、結び方など反省点が明確

になる結果となりました。堤講師の最後の講評「講習

会で間違ってもいいんだよ。間違いに気づいて練習し

てできるようになれば良いのだから」。２日間ありがと

うございました。

静岡県山岳・スポーツクライミング連盟　鈴木　修
（Ｂ級主任検定員養成講習会参加）

　埼玉県の飯能市で行われた日本山岳・スポーツクライ

ミング協会の「令和３年度　登攀技術研修会」に参加し

た。私は「Ｂ級主任検定員養成講習会」に同じ静岡県の
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指導委員会の小林さんと参加した。Ｂ級の参加者は８名

だった。

　これは全国的な問題のようだが、主任検定員の減少、

高齢化による問題で主任検定員不在の都道府県が少な

からずあるようだ。静岡県でも、山岳コーチ１養成講習会

を県独自で開催する事を継続するために私たちは養成講

習会に参加した。

　全体での開校式のあと、そのまま机上講習となった。

「登攀用具の知識と理解」では改めてクライミングロープ

の用途と種類を復習した。ロープは日進月歩でより細く

軽く水に強いものが商品化されている事やロープバック

を使う事が最近の常識になっている事等を研修した。

　その後は堤講師の「ビレーやーの脱出」の実演を見学

した。同行の小林さんは熱心に撮影していた。それらの

資料を利用して、自己脱出の手順を静岡の岩場のゲレン

デでゆっくりと復習したと思った。

　昼食後は、各グループに別れて装備を付けて「平戸

の岩場」に向かった。「Ｂ級」は主にフィックスロープを

張っての悪場の通過の実践だった。参加者は皆さんベテ

ランでスムーズなロープワークだった。皆さんは基本に

忠実で正しい結索方法を人に教える事が出来、私も基礎

から学ぶ事の大切さを感じた。

　２日目は、瀬藤講師による「地図読み」をしながらの実

際の歩き方等の講習を兼ねての検定だった。事前に８枚

の地図を渡された。１／ ２５０００の地形図４枚と１／１００００

の地形図４枚だった。情報量の違いを学んだ。４人で１

パーティとなり、リ−ダーを交代しての検定だった。要所

要所で現在位置を確認したり、今後のルートを想定した

りした。また、ルートをわざと外してみたり、地形図上の

ルートと実際が違う事などをどうやって初心者に説明す

べきか必要な言葉を確認した。

　下山前にツエルトをパーティ毎に張ってみた。その張

り方の良い点・悪い点を話しあった。ＺＯＯＭで行われ

た「安全登山指導者研修会」でもツエルトは常時携帯す

べきとの事で私はそれ以来里山のハイキングでも携帯す

るようにしている。これは、安全登山のために普及してい

きたいと思った。

　下山してからの机上講習は、規定や規約集の説明だっ

た。なかなか煩雑で大変なことが解り今まで従事してく

だった先輩方の苦労が解った。

　２日間の研修会を終えて、改めて指導法も難しさを再

確認した。自分が出来ることと人にいかにきちんと人に

教える事。いかに理解してもらうかは別のものと感じた。

その辺りを学びなおして静岡県にも公認コーチ１が増え

ていけばよいなあと思いながら埼玉をあとにした。

　最後に、コロナ禍の中講習会を開催していただきあり

がとうございました。ＪＭＳＣＡの指導委員会の皆様、埼

玉県山岳ＳＣ協会の皆様に感謝しております。
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ＵＩＡＡ資格委員会主催 上級夏山リーダー検定会開催
　令和４年４月２２日（金）～ ２４日（日）の３日間、兵庫

県道場駅およびセミナーハウス周辺で開催された。

　７月に査察を受けて夏山リーダーのＵＩＡＡ認定を

取得するための最後の検定会の開催方法の確認も含め

て本物の検定会と同じことを実施しながらシュミレー

ションするのである。

　２２日（金）９時２０分集合、この日は本来とは逆の６章：

危険個所の通過からスタートするために、兵庫の受講

者：西村、方山の２名と、関西の講師：青山、小畑、古

賀、関東の講師：蛭田、野村、平野および鹿児島の清水

の合計７名が道場駅に集まりました。

　道場駅周辺はいろいろなハイキングコースや、クラ

イミングエリアもありナビゲーションの講習会をした

り、ハイキングの講習会をするには打ってつけの地形

が広がる場所です。青山氏はこの地区で何十年もナビ

の講習会をおこない独自の地図も作り獣道まで知り抜

いていて、難易度表まであります。そこで今回の上級

編のナビを行います。

　車で５分の千刈広場駐車場に移動して開校式を行

い、本日の説明後危険な場所の通過検定場所へ移動し

ます。歩いて５分です。�

　上級夏山リーダーの検定は、実技ができるかよりも

いろいろなケースの判断力を試されます。そこで、実

際の２泊３日の山行を想定して進めていきます。

　具体的には、４人パーティーで、Ａさんが登山経験

１０年のリーダー、Ｂ，Ｃ，Ｄさんは登山経験の少ない引

率されるメンバーである。特にＤさんは体力もなくバ

テルという想定で、今回は受講者が２名なので、Ａの

リーダー役を交代でおこなっていただき評価する検定

である。

　想定のコースは、１０月８日夜行バスで、中房温泉よ

り入山、燕山荘―燕岳ピストンー大天荘テント泊。

　９日前泊地―大天井岳―東鎌尾根―殺生ヒュッテ

（テント泊）ー槍ヶ岳ピストン。１０日前泊地―横尾―上

高地（下山）。

　３日間ともコースタイム７．５時間から８．５時間で、

途中バテたり天候の悪化で送れると予定の工程では難

しいコースである。本来は、寝不足でＤさんがバテて、

稜線で雷雨に会いツェルトをかぶり雷雨が通過するま

で待ち燕山荘に１．５時間遅れで到着して燕岳を登る

か登らないで先のテント場に行くか判断が迷う場面よ

り始めるが、そこの担当の中島講師が２日目よりのた

めに、今日は、２日目の東鎌尾根の岩場の危険個所で、

ＣさんＤさんが怖がるために安心を与えるロープを使

用して通過する場面より始める。

　第６章で、担当は小畑講師です。まずは危険なトラ

バース箇所をＦＩＸロープを張り通過します。

　リーダーは、平行に移動する岩場に到着すると危険

な箇所なのでロープを張り通過することを説明して待

機してもらいます。

　補助ロープをスタート地点の立ち木に二重巻きにし

てオーバーハンドノットで固定します。ロープを出し

ながら数か所にガースヒッチでランニングビレイを取

ります。終了の安全地帯の支点に固定します。固定し
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たら戻りながら点検しスタート地点に戻ります。

�　待機しているＢさんＣさんＤさんへロープを手す

り代わりにして通過することを説明して怖がっている

Ｄさんにはリーダーが前に立ち１歩１歩手足の置く位

置を説明しながら通過します。終了点に到着したらス

タート地点に戻り回収しながら終了点に戻ります。こ

のＣさん、Ｄさんの怖がる役割（ロールプレイ）を講師

のが行います。リーダーのＦＩＸロープの張る手順、メ

ンバーへの説明、Ｄさんへの補助の仕方を検定して点

数を付けていきます。検定場所の設定が一番大変です。

同じ場所でＵＩＡＡの査察も受けるためです。時間も

測り、この方法で良いかのシュミレーションをするの

です。

　次に急な登りです。ここではロープを自分の体に結

索する方法（オーバーハンドノット）を最初に説明して

自分だけでもできるようにした後に、一旦外してリー

ダーが安全な終了点に登ります。

�　確保支点を構築して確保体制に入りスタート地点の

メンバーに声をかけてロープを結索してもらい登らせ

ます。

　２日目は、第４章のナビと第５章のセルフレス

キューを組み合わせて行います。午前中はリーダーが

交代しながらナビゲーションを行い間違えないで予定

コースを歩けるかと、藪の中で１００歩の三角ナビを行

いリーダーの邪魔をする（ロールプレイ）ＣさんＤさん

の中で誤差１０ｍ以内でスタート地点に戻れるかを実施

しました。午後のセルフレスキューは、中島講師が全

体を見て、Ｃさん（野村（雄）講師）が休憩中に写真を

撮っていてガケから落ちて倒れているところから始ま

ります。

　Ｄさんが見つけリーダーに報告して、リーダーがメ

ンバーに説明して安全な場所より近づき頭を押さえて

全身観察し安全な場所に移動して処置をするまでの検

定を行います。

　セルフレスキューが終了して一旦セミナーハウスに

戻り夕食を食べます。暗くなる１９時少し前より夜間ナ

ビを開始します。

　２１時近くになりようやく終了して、各自入浴して宿

泊ハウスのセンターで今日の反省を２４時ごろまで語り

ました。

　３日目は低体温症になったＣさんをツエルトに入

れて、プラティパスにお湯を入れて胸に挿入してレス

キューシートにくるむまでの処置です。

　最後まで熱心に行われました、３日間お疲れさまで

した。

� （蛭田伸一）
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八木原圀明

「山岳文化継承への１試案」

　わが国は人口減少社会に入り、登山界もご多分に漏

れず高齢化し登山活動も様変わりをしています。明治、

大正、昭和初期の登山者の多くのように「少ない小遣い

を貯め、なけなしの金で登山用具や山の本を買った」な

どと言う話は今や作り話か落語のようです。

　私達のように戦後生まれでも山の本も登山用具もそ

うそう簡単には買えませんでした。中学３年生の終わり

の２月の末、高校入試直前だったが友人に誘われ、雪の

赤城山を登りに行った。大沼（オノが正式な名称です）

に突きだした小鳥が島を目指して、冷たい風の吹き、ア

イススケートリンクが何面も整備された氷上を歩き出

す。

　小鳥が島の裏側の黒桧山への大きな凹状の沢筋を

登りだす。今思えば黒桧山への登山ルートの右斜面で

あった。だんだん急になってくるし、雪はますます深く

なり、腹を越え胸まで埋まってしまう。そんなころ友人

は「八木原ッー、足が冷たくてダメだ。下ろう」という。

私もこれ以上登れっこない、と思い出したころだ。

　冬の山も知らず、私はキャラバンシューズだったが、

友人は布製のバスケットシューズだった。あっという

間に濡れてしまい、がまん出来なくなった。安全圏まで

下れば元気を取り戻す。このままでは帰れない。地蔵岳

下のスキー場まで行き、ゲレンデの右端のロープウェ

イの下を登ると雪もそれほど深くなく何とか登れる。そ

のまま鉄塔の立つ地蔵岳の頂上に登り、強風に脅され、

早々に下山した。

　その４月、高校山岳部に入り皮の登山靴が欲しいが

親には言えない。秋の修学旅行の小遣いを貯め、３年生

が履いていた中古の登山靴を譲ってもらった。サイズ

がちょっと大き過ぎたが贅沢は言えない。靴下をもう１

枚重ね履きすることで我慢した。底のゴムが剥がれる

と目ネジで止めるが、ネジが長すぎて足に刺さるので、

先端を切ってまた打ち直したことなどもあった。

　そんな化石のような山好きはどんどん減っていくの

が現代です。その人たちにとって命の次に大事な、宝物

のような山道具や貴重な山の本でさえ、残された家族

にとっては「ただのゴミ、厄介物」です。「このガラクタ

の山さえ無ければ、１～２部屋生まれる。孫、子供用の

個室が出来るのに！」です。

　昨今の古書店では買い手がいませんので引き取って

くれません。県立、市立の図書館に寄付したいと相談し

てもにべもありません。本が「リサイクル古紙」で出さ

れればまだ上出来です。燃えるゴミ扱いで放り出され

ているのが現実です。良く知る蔵書家の私の先輩です

ら先日の雑談中に「終活を始めたので山岳雑誌や本を

また数百冊捨てた」と苦笑いしていました。

　笑っては済まされない大問題です。私自身も１０数年

前に仲間たちと谷川岳の麓、土合で山岳資料館を開館

（群馬県みなかみ町立として）しましたが、捨てるに忍

びない登山靴、ザイル、ピッケル、キスリングなどの登

山用具や垂涎の的で高価だったはずの希少、貴重な本

などを引き取って欲しい、貰って欲しいと言われます。

　私共登山愛好者にとって残すべき、伝えてゆくべき

山岳文化、登山に関わるあらゆること？を絶やしたくな

い、残したい。保存や出来ることなら展示までして伝え

て行きたい。しかしながら、そう簡単に専用の建物を作

れるはずも作ってもらえるはずもありません。ならば、

と既存建物を再利用しての資料館がそんなに都合の良

い場所や広さがあるはずがありません。それでも維持

費はかかります。それより何より資料館、博物館にとっ

ての生命線であるバックヤード、物置、倉庫スペースが

絶対的に足りません。

　蔵書側としては数百冊、数千冊の本を出来ることな

らバラバラにして欲しくない。一括した「○○文庫」と

いうような形が希望である。館側としては気持ちは理

解できるがすでに同じ本が何冊もあり、必要な本だけ

欲しいという本音もある。とにかくスペースがない。開

館当時は閲覧用と保存用に各２冊ずつ欲しいと思った

が今ではそんなことを言っていられない。

　本を寄贈して下さった方々には申し訳ないが、今後

の受け入れを考えれば何とかしなくてはならない切

羽詰まった状況だが捨てることは出来ない。思案投げ

首後に私が思い至ったのは群馬岳連の大先輩、石井

謙一郎さんの「スキーと登山、アウトドア―用品店・

DREAM�BOX」の売り場の１部を使わせてもらうこと

だった。

　すぐに飛んで行くが今では店を切り盛りしている大

先輩の孫、３代目しかいない。３代目に「この壁をオレ

に使わせてほしい」とコーヒーサービスコーナーの横の

商品の並ぶ広い壁面を陣取り合戦のように指で描いた。

　図々しいにもほどがあるが、ありがたいことに話はと

んとん拍子に進む。貴重な本を処分することなく、有効
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ドリームボックス山岳図書・金子、八木原

利用する道が開けた。言い方は悪いが良い実験場があ

りました。店の奥の倉庫の棚にならぶ登山靴、スキー靴

などをつめてすぐさま本を運び込み始める。

　こうしていつでも読める、見られる街中に山岳図書

室が出現しました。こういった方法で広めて行けば、処

分したい側と登山用具店などを私共日本山岳・スポー

ツクライミング協会、労山、ＪＡＣなどの山岳団体、登

山愛好者、私共山岳資料館、山岳博物館側が情報ネット

ワークを張り巡らし、仲介すれば日本中の各都市、各町

に規模の大小はあっても山岳図書室が出来ます。

　放っておけば捨てられてしまうかも知れない本が生

きるという寸法です。日本山岳会の資料委員会が「全国

山岳博物館等連絡会議」を長年開催しています。さらに

商店街や観光地の空き店舗、旅館・ホテルの遊休スペー

スなどにも視野を広げれば、可能性はより一層ふくら

みます。登山界の再活性化も新しい登山愛好者発掘も

見込めます。

　それぞれの地方、地域とかかわりのある図書コー

ナーを設ければ面白いと思います。群馬で言えばダラ

イ・ラマの親衛隊長・矢島保治郎、第３代日本山岳会長・

木暮理太郎、ヒマラヤニスト・山田昇、北極・南極・エ

ベレストの３極点到達者の中村進や群馬岳連のヒマラ

ヤ登山など。切り口次第でテーマは広がります。地域の

人たちも知っているようで知りません。知られていませ

ん。忘れられてもしまいます。

　登山用具などについてもとっくの昔から古い、貴重

な登山用具類をきちんと保存したり、展示したりしてお

られる輸入商社やメーカー、小売店があることは承知

していますが、残念ながら一般の登山者と繋がってい

ません。登山用品専門店が豊富な知識を発揮し、売り場

の一角を充てて「登山用具発展の歴史」コーナーみたい

なものを作ってくれればもっと直接的に伝えて行ける

のではないでしょうか？

　私共の谷川岳山岳資料館も展示室は情けない位のス

ペースしかありません。展示室の狭さ少なさを逆手に

とって「バックヤードツアー」的に興味のある人には倉

庫、収納庫を開放して行きたいと考えています。各室に

カメラを設置し、来館者は１階の大型モニターでそれ

ぞれの部屋の展示内容や収蔵品を知ることが出来ます。

モニターの公開、閲覧は館内の展示案内と共に犯罪抑

止措置としての効果が得られます。こういった機械設

備類も各種あり最近では割合と廉価です。

　ただ、このような手を講じても、処分される本や資料

は加速度的に増えていきます。処分前にそれらをいっ

たん集約し、必要なものを電子データとして保存する

デジタルアーカイブ化の仕組みや機構づくりも「街中

山岳図書室構想」とあわせて検討すべき時と考えます。

　草の根的な街中山岳図書室も物理的スペースには限

界があります。電子化しておけば、基本的にスペースは

無限であり、検索や閲覧も容易になり、インターネット

を通してどこからでも利用することができるようにな

ります。頭が痛いのはその核作りにも人とお金が必要

です。

　デジタルアーカイブと街中山岳図書室を有機的に組

み合わせた「山岳資料アーカイブ構想」を山岳団体や山

岳図書の発行元、全国山岳博物館等連絡会議、日本山

岳会図書委員会、日本山岳文化学会などが中心になっ

て本格的に構築することを真剣に検討していかないと、

貴重な資料が散逸し、山岳文化研究の歴史にも空白を

生じさせることになりかねません。山岳文化財が次の

時代に無事に伝わってゆくことを願います。名著も迷

著も残したい。

　ちなみに前述の群馬県伊勢崎市の「ドリームボック

ス」の山岳図書コーナーは２０２２（令和４）年１月末現在

で雑誌も入れて約８００冊となりました。もう１００冊くら

いは入ります。

ドリームボックス山岳図書・石井謙一郎さん
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第 155 回 Mountain World

LA NORTE セロ・トーレ北壁の遭難

池田常道

　コラード・ペシェ（イタリア）とトマス・アギーロ（ア

ルゼンチン）が１月２６日、セロ・トーレ（３１０２ｍ）北壁

の新ルートを完登した。イタリア「レッコの蜘蛛」隊の

マッテオ・デラ・ボルデッラ、ダヴィド・バッチ、マッ

テオ・デ・ザヤコーモも同じころ、東壁のディエード

ルを初登って北壁へとトラバースしてきた。両者は頂

上の下３００ｍのビバーク地で一緒になり、翌日の頂上

攻撃は共同で行なうことになった。ペシェとアギーロ

が先行して午後５時２０分に登頂。デラ・ボルデッラら

は３０分遅れて頂上に立った。おたがいの成功をひとし

きり祝ったあと、ペシェとアギーロはビバーク地まで

戻るつもりでレッコのトリオを誘ったが、デラ・ボル

デッラらは予定どおり頂上でビバークし、南東稜へと

下るほうを選んだ。これが運命の岐路になろうとは、だ

れも気付かなかった。

　セロ・トーレ北壁は、チェーザレ・マエストリが

１９５９年に初登頂と偽って報告した曰く付きのルートで

ある。彼の嘘は疑われながらも生きながらえたが、４６

年後、同じイタリアのエルマンノ・サルヴァテッラら

が北壁から頂上に立ち、マエストリが登った痕跡がど

こにもなかったことを明らかにした。

　２０１３年、アギーロはニコラス・ベネデッティと、７６

年のアメリカ隊がトーレ・エガー初登頂時に使った

ルートから北壁に入り、ダイレクト・ルートを拓こう

としたが、６ピッチ登って気温上昇と天候悪化で引き

返した。翌年ホルヘ・アッカーマンを加えた３人で再

挑戦したが、東壁ディエードルの高さで敗退した。こ

こは８１年にイギリスのトム・プロクターとフィル・バー

クが試みたところで、今回レッコ隊はこちらを登って

北壁側に回り込んでいる。２０１９年アギーロとアッカー

マンはペシェと組んで北壁に挑戦したが、ペシェが手

指を負傷したのと風が強まったため、またも敗退を喫

した。翌年の挑戦も悪コンディションに妨げられた。

今回はアッカーマンが来られないので２人だけで試

み、ついに成功したのだった。

　ライムアイスが張り付いた北壁を下るのは落氷や落

石に遭う危険がある。そこでペシェとアギーロは、気温

が十分低下した夜間を待って下ることにした。懸垂下

降を開始したのは７時だが、雪解けの滴りが落ち着く

まで肩で１０時まで様子をみることにした。ビバーク地

に帰ったのは午前２時。疲労困憊の身に水分と食べ物

を補給すると下半身を寝袋に入れ、下降を再開する前

に少し休むことにした。

　崩落が起きたのは午前３時半ごろだった。岩と氷が

落ちる轟音に気付いて右側に身を避けようとしたが、

間をおかずさらに大きな崩壊が起こり、確保ロープが

切れ、レッジから投げ出された２人は２、３ｍ下で止

まった。背後を護っていたフレークは跡形もなくなっ

たが、砕けた岩が降り注いだだけで直撃はまぬがれた。

全身を落下物に打たれ、骨折の痛みで動けなくなった。

アギーロはかろうじて上半身を動かせたが、ペシェは

動けないうえ意識もはっきりしない。朝６時半ごろ、

残っていた５０ｍロープを頼りにアギーロは下降を始

め、ヘッドランプでＳＯＳのサインを送った。異変に気

付いた下のキャンプからの救援隊が下りてくるアギー

ロを収容したが、ペシェは転落したのか、まだ見つかっ

ていない。

セロ・トーレ北壁「レッコの蜘蛛」隊の新ルート。ペシェと
アギーロはこのラインの右手を直上して最後のビバーク地
で合流、共に頂上に立った。レッコ隊は頂上でビバーク後
南東稜へと下ったが、ペシェとアギーロは北壁のビバーク
地まで下降したところで悲劇に見舞われた。マッテオ・デラ・
ボルデッラ撮影
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Enjoy Climbing

　ネパールから帰国してきました。今回はヒマラヤの沢

を覗いてきました。素晴らしい沢がヒマラヤにも待って

いることを確信した良い遠征となりました。この山行に

ついては、いつか報告したいと思っています。

　さて前回からの続きですが、前回紙面的に載せられな

かったこれまで印象に残った国内山行＆主なフリークラ

イミング一覧を以下に示します。

　これからの連載では海外の記録と共にリストにある登

山の話も出てくるかもしれません。

　また、話が飛んでしまいますがつい先日、私の恩師の

一人が亡くなりました。私の登山人生の始まりに大きく

影響を受けた方ですので、ここでも少し触れさせて頂き

ます。私が登山を始めたのは高校から。甲府第一高等学

校という山梨で最も伝統ある高校で登山部に入りまし

た。釣りが大好きなサッカー部員だった中学生の頃から、

「高校からはサッカーはやめて、釣りのように自然の中で

自分のペースで楽しめる事をしよう」と思っていて、高校

からは山岳部に入ろうと決めていました。強い山岳部は

どこなのか調べもせずにイメージ先行で入ったのが一校

でした。割と有名な「強行遠足」という１００km強の行事を

当時も（現在でも）行っており、「全校生徒が参加して１００

km強をやっているような高校なら山岳部もちゃんとやっ

ているだろう」と思っての入学＆入部でした。

　高校山岳部としては珍しく「山岳部ＯＢの会」が山岳

会として存在していていました。その名も「鶴城山岳会」。

甲府城（舞鶴城と呼ばれることもあります）に設置された

甲府学問所・徽典館をルーツとしていることから、鶴城

山岳会なのです。カッコいいでしょ。ＪＭＳＣＡ所属の山

岳会になります。

　鶴城は現役高校生とのつながりもあり、毎年新年会に

現役を呼んでくれました。高校時代、そこに参加してカ

ラコルム遠征のスライドを見せて頂き大変刺激になった

ことを覚えております。

　高校山岳部時代は雪山登山は禁止でしたので部とし

ては出来ませんでしたが、高校３年が終わった春休み的

なタイミングで、３月の八ヶ岳（私にとっての初の本格

的雪山）に連れて行ってくれたのも鶴城山岳会の先輩た

ちです。

　そのタイミングで卒業祝いとして「ヒマラヤ名峰辞典」

をくれた先輩が遠藤靖彦さんでした。私のヒマラヤ方面

でのバイブルとして今でも存在し続けている本です。

　ＫＡＣ（鶴城山岳会の会報）の最後の掲載となる遠藤

さんの文が良かった。偶然としてはできすぎな話ですが、

この文を読んでなんとなく遠藤さんの事が気になり久々

に鶴城山岳会の先輩に電話したら「今日、お通やだよ」と

切り出され心底驚いたものです。

�「～中略～現在に至るまで、私の山登りは、何処を切って

も楽しさの積み重ね以外は何もありませんでした」（ＫＡ

Ｃ２０２０～ ２０２１より）

　前号でも話した「パタゴニアでの事故＆復活」以降、私

の中で大きな心境の変化がありました。その中心にある

のは「これからの人生、思いっきり楽しもう！」と言うこ

とになると思います。遠藤さんが綴ったご自身の登山は、

私の目指す登山そのものであると深く共感しました。遠

藤さんの様に登山人生を振り返った時、良い人生だった

と思えるような山行を続けていきたいです。

　遠藤さんのご冥福を心よりお祈りしております。これ

までありがとうございました。

　そうそう、以下の山行リストを久しぶりに見てみると

遠藤さんのように「何処を切っても楽しさの積み重ね以

外は何もありません」とは言い切れないかなあ。特に激

しい減量もしてしまう私にとっての高難度フリーは「全

部楽しさの積み重ね」と言うには無理がありますが、それ

も含めて良い経験で今となっては楽しく振り返ることが

できるのです。次号こそは、瑞牆「現人神」についての話

になると思います。

●国内山行 ＆ フリークライミング 一覧
積雪期登山

称名滝冬季初登

厳冬期�黒部横断～剱岳八ッ峰（２００８，２０１０，２０１１，２０１２，２

０１３，２０１５，２０１６，２０１８敗退）

３月�単独黒部横断～剱岳八ッ峰（２００１）

正月�穂高岳�継続登攀（前穂東壁～奥穂～滝谷～槍西

稜～北鎌尾根～唐沢岳幕岩）

日本海～北方稜線剱岳（５月）

アイスクライミング

カネコロン�ＷＩ６�１２０ｍ

米子不動「百草丸」初登�３Ｐ･１２０ｍ

南アルプス「飛竜」Ⅵ�１００ｍ

小町の宿�開拓２００５年（スポートミックス�和（かのう）�

Ｍ１０／Ｗ１５初登）

フリークライミング（トラッド中心の成果）

瑞牆山��千日の瑠璃�５．１４ａＲ，５．１３ｃＲＸ（７ピッチ

のマルチ）

Enjoy Climbing目指して連載②
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昇仙峡　情熱の薔薇�５．１４ｂ�Ｒ�初登（２０１５年。日本最難クラック？）

城ヶ崎　マーズ５．１４ａ�（２０１０年。当時の日本最難クラック�２１年振り第２登）

錫杖岳　しあわせ未満（５．１３ｃ／ｄ�Ｒ）初登（当時の国内最難マルチピッチルート）

城ヶ崎　モータードライブ５．１２�ＯＳ

谷川岳　衝立岩グリズリー５．１１ｄ�ＯＳ

瑞牆山　継続クライミング（５０Ｐ）２６時間（２０１０年？）

瑞牆山　約２４時間で９ルート、６７ピッチ（２０１８年）

佐渡島�ディープウォーターソロルート�「青い鳥」５．１３ａ（２０１６年８月）

瑞牆�ベルジュエール（５．１１ｂ，１０Ｐ，２９０ｍ）スピードクライミング２０分

甲斐駒ヶ岳�スーパー赤蜘蛛フリーソロ�５．１２ａ�３００ｍ（２０１７年）

宮崎の岩場�小山手本ダキ�「ビューティフルマインド（７Ｐ，５．１３ｃ）」開拓・初登

ヨセミテ�エルキャプ　フリーライダー�５．１２ｄ�３５Ｐ�１０００ｍ�完登

ヨセミテ�エルキャプ�ノーズ（３１ピッチ／５．１４ａ）

※２シーズンのトライで全ピッチのフリークライミング完登。（２８Ｐ～ ３０Ｐ目５．１０

ｄの間はツルベによるトップ＆フォローでのクライミング）

ザイオン　ムーンライトバットレス５．１２ｄ�１２Ｐ�３６０ｍ�チームオンサイト オアフ島にて

やんばるの森を歩く

　「やんばる」＊には、豊かな自然の中で進化を遂げた

固有種が数多い。そのやんばるの山々の自然環境が、

今、大きく変わりつつある。

　登山者が自然の中を歩き周り、外来種の種などが靴

に着いたまま山に入ると、その種が成長して本来の自

然美を変えてしまう可能性があるため、登山口では靴

に着いた土を落とす様に指導している。登山者は快適

な自然環境を利用する権利を持っていると同時に、優

れた自然を守り次の世代に引き継ぐ責務も有してい

る。特に対策が必要なアメリカハマグル、ツルヒヨド

リなどの外来植物等々を見つけた時には、できるだけ

除去することで少しでも変化を食い止めようとしてい

る。

　多くの登山者が利用する「本土」の多くの山岳地帯

は、国立公園として指定され自然環境を守るシステム

も整っている。それに比べ、沖縄県の山々は、西表島・

やんばるの一部が国定公園に指定され、２０２１年８月に

は世界自然遺産に登録されたものの、他のやんばるの

山々は保護のシステムが整っていない。行政はやんば

るの自然環境の変化を把握する力も持ち合わせてな

い。そのような状況で、そこを利用する私たち沖縄県

山岳・スポーツクライミング連盟（以下「岳連」）が自

然環境の変化を点検し、異常があれば行政に情報を提

供して対応を求めて行く活動が非常に重要となって

いる。今後ともやんばるの自然環境を護っていくため

に、自然を守る能力を更に高め、保全のために積極的

に情報を提供していこうと思う。

　岳連が実施するやんばるの登山道整備は、草刈りも

最低限とし台風の影響による倒木も放置、看板等の設

置も控えて生き物にやさしい登山道としている。世界

自然遺産に指定されたやんばるの登山道は、藪状態で

歩くのも大変であるため、地図が読めなければ遭難の

危険も多い。登山者にはその知識を知ってもらうため

に「藪歩きの実践ナビゲーション」講座を行っている。

名桜大学の教育研究活動とタイアップしたプログラム

で、毎年、やんばるの山で登山を体験し、自然の大切

沖縄県山岳・スポーツクライミング連盟自然保護委員会のSDGsな活動
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令和４年度
第13回Web理事会議事録

成上、自助努力（スポンサーを確保する）と
アスリートの活力を引き出せるような協会
運営ができるような予算としたこと、財政運
営上、当初予算案だけにとらわれることなく
予算執行状況によって、既存、新規事業を問
わず、最大の効果を生む方法を検討してい
きたい。特定費用準備資金についても、計画
的に取り崩していきたい。
　 令和４年度（以降Ｒ４）の予算案につ
いては、事業収益 ２４５ 百万円（内、協賛金
１５５百万円）、受取補助金１８５百万円、総額４．
５億円の規模となった。
　山岳については、公益の中で共済会業務
委託費 ３０００ 万円を計上、収入については、
公益が９３．３％、法人が ６．７％、支出につい
ては、公益が９５．９％、法人が ４．１％ となっ
た。
　新規委員会としては、ＵＩＡＡ資格、アイ
スクライミング委員会を新設しているので
Ｒ３年度予算はなしとなっている。また、Ｃ
Ｃは名称が変更になった。
　続いて、事務局の室内改造、フリーアドレ
ス化の費用についての説明を赤尾事務局員
が行った。
　概算費用としては、１． 初期費用だけで
なく、２．倉庫を外部に持つことの費用増
と、今月末までに詳細見積もりの再提出がさ
れる旨の説明を行った後以下の質疑応答が
あった。
●質問と回答は以下の通り。
　フリーアドレス化に伴う購入費用のリー
ス見積もりも併せて業者から提供を依頼す
る。何もしないと、今後の人員増に対応する
ために新たに事務室を借りる費用が発生す
る。これに加えて、事務員の在宅ワークが増
えることで、通勤費の削減、その他諸費用
の削減が見込めるので、上記外部倉庫費用

　事前送付された２０２１年度第１２回理事会
議事録に関して全員異議なく承認された。
議案第２号 令和４年度事業方針及び計画

承認について
　配布資料を基にして小野寺専務理事から
説明があった。２月にドラフトとして提案し
たが、今回、正式版としてまとめた。要旨と
しては、次のようになる。
　まず、前文で、東京オリンピック及び山
岳スキー大会について言及。令和４年度の
項では、中期計画について、Vision, Mission, 
Valuesを見直しつつ、加盟団体を含め　サ
ポートしていきたい。スポーツクライミング
では大会運営のノウハウを向上させること、
登山については山岳事故を減らす、最近の
傾向としてアルパイクライミングの衰退が
見えるなかではあるが、自然保護関係では、
先日総会があり、動きがでてきたこと、山岳
スキーとアイスクライミングについては今
後どうしていくか、ＩＦと連携しながらサ
ポートしていくという内容を記述した。
　ガバナンスコードは、今年１０ 月に査察が
あるので、ガバナンス委員会と協調し、その
対応が必要なことを述べている。組織及び
財政運営については、拡充が必要だが、関係
省庁との連携及びスポーツ庁や、ＪＳＣ，Ｊ
ＯＣ，ＪＳＰＯなどの関係機関団体への働き
かけを行い、財政確立に努める。次に、各委
員会の活動をまとめたが、一部日付の変更、
ストップザ１０００は費用の関係もあり一時停
止、Ｐ１５−１９については、日程は多少変わ
る可能性はあるが、活動自体はこの内容を
予定している。
議案第３号 令和４年度予算方針及び予算

承認について　
　小野寺専務理事から、配布資料に基づい
て予算方針について説明があった。予算作

〇日　時：令和４年３月１０日（木）
　　　　　１４：００ ～ １６：４５
〇場　所　Web会議
〇出席者：丸会長、亀山、高野副会長、小野

寺専務理事、古賀、村岡、相良、蛭田、濱
田各常務理事、山口、町田、前田、山本、
六角、青山、水村、栗田、水島、野村、安井、
小竹、笹生、原各理事、中畠、古屋各監事

〇欠席者：小日向副会長
〇同席者：赤尾浩一事務局員
１．開　　会
２．会長挨拶
　本日も出席ありがとうございます。直近で
は、ＢＪＣ，ＬＪＣ，そして２月２６、２７日には
山岳スキー日本選手権も行われ、いろいろ
問題はありましたが、無事終了したことをご
報告します。また３月５日には秦野のパラク
ライミング大会を見ることができ、小林会長
とも話をすることができました。今月は、１５
日（火）から、ＩＳＦＣの会合に出席し、今後
何をしていくべきか日本から発信していき
たいと思います。マーケティング活動は順
調に推移。ＳＮＳを通じた発信も増やしてい
ますが、協賛会社の新規開拓につなげたい
と思います。最初は、すべてはノーから始ま
りますが、皆さんのご協力をお願いします。
３．会議成立状況報告
　理事数　２４名中２３名出席
　監事数　２名中２名出席
４．議　題
 議案第１号 議事録の承認について

さや、地域社会に貢献・活躍出来る人材の育成、指導

をしている。

　また、名護市勝山公民館、岳連が主催する恒例の清

掃登山は、シークァーサー花香り祭りのイベントに併

せ実施し、登山者１３０人をガイドしている。祭り開催

日の一週間前に、シークァーサー畑を通り抜けて、三

角山～安和岳～古巣岳～嘉津宇岳を縦走するコース

と、ロッククライミング岩場（ロストワールド）、八重

岳を清掃、自然保護区に指定された沖縄で人気の山域

で登山者も多く、登山口にはゴミ等々も多い。また登

山者が道しるべとして１０ｍ間隔で取り付けた赤テー

プ等も沢山あり、これも一緒に回収をしている。

　やんばるには稀少の生き物が多く、それを保護する

ため、主に沖縄ルーツの小動物の飼育、繫殖に興味あ

る者が交流して、情報交換や技術・ノウハウの向上な

どを目指している。また子供たちなどには楽しく飼育

体験をさせ、自然、生命、環境の大切さを訴えている。

また自然、生命、環境に関する地域イベントなどにも

協力、積極的に参加をしている。（＊「やんばる」とは、

沖縄北部の豊かな森林が広がる地域のことです。ＮＨ

Ｋの朝ドラの『ちむどんどん』のロケ地はやんばるの

原風景が残る場所）

（沖縄県山岳・スポーツクライミング連盟
� 理事長　田場典淳）

車に轢かれる爬虫類等が
後を絶たない



13

　配布資料に基づいて小竹理事より説明が
あった。笹生理事からの補足説明があり、
　正式報告は月報に掲載予定ですが、経費
としては、計画したものの予算と実績はほぼ
同じでしたが、ＰＣＲ検査費用だけはプラス
費用となった。
報告第４号　ＳＹＣ／ＳＪＣの結果について
　別途報告されるので割愛。
報告第５号　令和４年度の役員一部改選予

定について（４月議案を予定）
　理事が２０−２５名となっているが、２０−３０
名に変更予定で、何人か立候補予定者がい
る。役員選考委員会も立ち上げる予定。
報告第６号　日山協山岳共済会令和４年度

予算について
小野寺専務理事から配布資料に基づいて説
明があった。具体的には、割引率は４６．４５％ 
ではあるが、令和４年度で割引率の変更はな
いこと、現在損害率は３９．５１％で、４０％を超え
ると優良割引率が１５％から１０％に下がるこ
と、予算上では、収入が５２００万円から４８８１万
円となり、委託費用が、３５００万円から３０００万
円に減る状況であることの説明があった。詳
細は、各自読んでおくことになった。
報告第７号から第 1７ 号まで
　内容は各自読んでおくことになった。個々
の説明は割愛。
ウクライナの問題について
　当理事会の前日に、理事、常務理事から
メールでの意見のやりとりがあったが、当理
事会においてもいろいろな意見が出された。
この日は、協会としての統一した声明や具体
的な活動を決めるまでには至らなかった。

　今回の状況を説明しつつ、今後の対応に
ついて協議した。
●現ＰＣＡシステムで設定可能ならば、
キャッシュフローの健全性を監視するため
に、民間企業でもおこなっているような ３
か月先くらいまでのキャッシュ入出金見込
みを算出できる仕組みを構築してはどうか。
そのために、今後の請求見込みなどを各委
員会から出してもらうようなことも必要で
ある。
●ニーズはよく分かりますので、そのために
は、各委員会から、この時期にこれだけの金
額が必要といった情報（支払い時の金額、納
期、支払い条件）をタイムリーに財務に提供
いただけるように皆さん方の協力を是非お
願いしたいと思います。
●上記のような資金繰り監視のためのシス
テム、仕組みの構築について賛成です。
●以上の協議から、今回承認する内容とし
て、特定費用準備資金 ３０００ 万円を令和４年
２、３月の支払いに使用したことに対する事
後承認について採決を行った。
　反対ゼロ、棄権ゼロ、賛成２０名。
　なお、６０ 周年記念事業資金の用途につい
ては次回以降提案、キャッシュフロー監視の
ための仕組みについては、運用も念頭に入れ
る必要があるので別途検討することになっ
た。また、”特定費用準備資金等取扱規定細
則”については、今回取り下げとなり、後日の
理事会で提案していただくことになった。
　以降は報告事項
報告第３号 山岳スキー日本選手権反省と結

果について

が増えても、月１００万円強のコスト削減が図
れ、初期投資を６−７か月強で回収できる予
定。また、外部から来る人の意見も聞きなが
らが、使いやすいオフィスとなるような環境
を整備していきたい。スポーツクライミング
では、事業運営するうえでの懸念事項は、コ
ロナ感染状況による感染対策や、物資の供
給体制、ウクライナの将来状況の影響など
があると考えている。協賛金の確保につい
ては、現行予定事業を確実におこなう、レベ
ニューシェアを増やす、新規スポンサーを
開拓するの３つの活動をしっかりやってい
きたい。申請通りに補助金が出ないときに
は、支出の見直し等も検討が必要になる。
協賛金については ８００ 万円のレベニュー
シェアが確定している。この８００ 万円を、従
来の３０００万円にしていく努力を継続してい
く。可能性のあるところは、大手、地方の中
小を含め、ダメ元でもよいので取りに行くよ
うにしたい。
　さらに以下の質疑応答があった。
●事務所のフリーアドレス化については良
い方向と思うし、１．の初期費用はある程度
やむを得ないと考えるが、２． の月次ラン
ニングコストについては、倉庫単価の高い
都心だけでなく、地方の倉庫も視野に入れ
た検討をしてはどうか。
●アドバイスありがとうございます。今後行
う入札の時に、倉庫の場所を都心だけでな
く複数提示してもらう事と、備品の入出荷業
務をアウトソースすることで月々の費用減
の可能性も含めて、検討したい。
●補足として大会のランクづけは、頭の中
では、１．ワールドカップ、ＢＪＣ２．ＬＪＣ
とＳＪＣ、３．ユースカップなので、その内
容を具体的に表現するようにしたい。
●山岳スキーの金額は多いにこしたことは
ないが、その予算内で強化していきたい。
〇採決は以下の様になった。
　議案第２号の令和４年度事業方針及び
計画承認について採決の結果以下のように
なった。
　反対ゼロ、棄権ゼロ、賛成 ２１名で承認さ
れた。
　議案第３号の令和４年度予算方針及び予
算承認について以下の２項目に分けて採決
予算方針の文面の一部変更と予算について

（事務所改造を除く）反対ゼロ、棄権ゼロ、
賛成２１名で承認された。
　事務所の改造については、固定資産扱い
だけでなくレンタルも併せて検討するとい
う条件で採決　反対ゼロ、棄権ゼロ、賛成
２１名で承認された。
議案第４号　ＪＯＣ女性スポーツ賞について
　配布資料に基づいて小野寺専務理事から
説明。全体的にレベルがかなり高い方が対
象で、候補対象者はなしということでよいか
と確認した。
議案第５号（追加）の特定費用準備資金等

取扱規定細則について
　小野寺専務理事から、令和３年度の財務
状況ではキャッシュフロー上赤字となって
おり支払いが迫っているため、やむなく準
備資金の取崩しと、みずほ銀行貸付資金を
使用した。なお、今回銀行からの貸付の担保
は、補助金等を見込んでいる。

寄贈図書
（独）日本スポーツ振興センター 「HPSC NEWS LETTER」２０２２ VOL.３５ 広報誌
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No.５２８ 会 報
（公社）日本山岳会 山梨支部 「甲斐山岳」第１３ 号 会 報
（公財）笹川スポーツ財団 「スポーツ歴史の検証」 寄贈本
（株）日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」第 ２３５７ 号 新 聞
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第 ６５８ 号 会 報
東京都オリンピック・パラリンピック準備局「第 ３２回オリンピック競技大会 東京都報告書」報告書 会 報

（独法）日本スポーツ振興センター 「登山研修」VOL.３７ 会 報
長野県山岳遭難防止対策協会 「令和４年 長野県 登山 Safety Book」 会 報

（株）日本運動具新報社 「スポーツ産業新報」第 ２３５８ 号 第 ２３５９ 号 新 聞
（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」5月号 No.８９９ 雑 誌
（株）山と渓谷社 「山と渓谷」5月号 №１０５０ 雑 誌
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.３８６ 会 報
（公財）大崎企業スポーツ事業研究助成財団「企業スポーツ ２０２２Spring Osaki Sports Foundation」第 ２６ 号 会 報
（株）山と渓谷社 「詳しい地図で迷わず歩く 奥武蔵・秩父５００km」 寄贈本
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 ２０２２ 年５月 No.５６７ 会 報

（公財）埼玉県スポーツ協会 「スポーツ埼玉」Vol.２９４ 会 報
神戸大学山岳会 「山と人」２２ 号 書 籍
東京野歩路会 「山嶺」Vol.９９ No.１１０６ 会 報
岐阜県北アルプス山岳遭難対策協議会「山岳白書」 会 報
三峰山岳会　東京都岳連 「岩つばめ」No.３６７ 会 報
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」第 ４９１号 会 報

（一財）全国山の日協議会 「山行手帖」No.７４８ 会 報
（公社）日本山岳会 「山」２０２２ 年4月号 No. ９２３ 会 報
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編集後記表紙のことば表紙のことば
　エベレストを南面から登る場合、クーン
ブ氷河に懸る、幅１㎞、高差 ８００ｍの悪絶な
アイス・フォールが難関となる。
　第２次世界大戦後、ヒマラヤの北と南で
は大きな政治情勢の変化が見られた。チ
ベットは中国に併合されて、禁断の地とな
り、英領インドはインドと東西パキスタン
に分離独立し、永らく鎖国を続けてきたネ
パールが開国に踏み切った。
　そのため、英国のエベレスト挑戦は、ネ
パール側に移った。１９５１ 年Ｅ．シプトンの
率いる偵察隊をエベレストに派遣し、クー
ンブ氷河のアイス・フォールを突破して、
ウェスタン・クウムからの登路を見出した。
 （写真撮影　尾形好雄）

「ガンバ！負けるなガバちゃん」
作者：未来

　４月上旬に雪洞訓練で谷川岳の西黒尾根
に行ったときは土合駅周辺で２．５ｍくら
いの積雪がありましたがその後気温の高い
日が続き、あっという間に雪が融けて４月
２９，３０日の氷雪技術研修会で土合を訪れた
ときは同じ場所で積雪がありませんでした。
　雪が多いと言われた今シーズンですが、
自然はちゃんと帳尻を合わせてその季節に
なるといつものように雪が融けて新緑が芽
生えます。今年もコシアブラは取れるかな、
ウドはあるかなと山菜は同じ場所に出ます。
木や草や沢の水量、残雪の状態などを見て
山の状態がいつもと同じかを見比べること
も重要です。 （蛭田伸一）



1515




